
会員の家庭で栽培したケナフを

翌８日は雨天のため、ＫＳＣ軒下で皮むき作業を

行いました。 ９名の方が参加して頂きました。

２日間にわたり 有難うございました！

ケナフ皮むき作業：穏やかな午後で３時まで作業を続けました

休憩時間：楽しいひと時です！

ＫＳＣケナフの会 畑チーフ 土塔あつ子氏 （２３期） コメント

まだ寒い３月、耕運機による畑の整備から、ケナフの栽培がスタートしました。

５月のポット植え、ナメクジと格闘しながら定植の日を迎えました。

そして水やりの開始です。

皆さん暑い中、時間のやりくりをしながら頑張っていただきました。

なかなか花が咲かなくて心配しましたが ７月１９日に今年初めての花が咲いた時は

ホッとしました。

台風による大きな被害も無く、１０月末までの花の採取数は約８２００個でした。

そして１１月７日に刈り取りをしました。半年間のケナフの栽培は一段落しました。

７日作業終了時に記念撮影



ＫＳＣケナフの会 世話人代表 片山 康 氏 (２３期） コメント

1年生が入学する前から始まったケナフ畑の作業が、

１１月７日の刈り取りで一旦区切 りがつきました。

好天の下、大勢参加して頂きましたので、引き抜き作業そのものは３０分も

掛からないうちに終わりました。

これで来年の染め・紙漉き・炭焼きの材料ができました。

｢わ」の先輩の方やサポーターの方を含めた全員の力で乗り切った暑い夏の水遣り・

花摘みを経ての成果でした。

ありがとうございました。

今年は「わ」の先輩の ご指導で畑に畝を作らず、昨年の倍の密度で密植させたことで、

台風による被害を最小限に抑えることができました。

茎の太さは細目ですが、一番の目標とした染め用の花は十分確保できました。

中国産の種からは成長は早かったけれど花数が少なかった（ＫＳＣ産の種の１/３）こと、

個体間で花数に大きな開きがあったこと、中央の４列は肥料を多く入れたが他との差が

見られなかったこと等わからないことがいっぱいありますが、

工夫の余地がまだまだあると受け取りましょう。

グループわ ケナフの会 栽培主担当 森山 邦俊氏 のコメント

10月23日
本日１０月２３日（月）をもちまして本年度の水遣り・花摘み当番を終了しました。

猛暑の中の水遣りや草抜き、８月以降の丹念な花摘みを有難うございました。

皆さんの御努力のお陰で次のような成果がでております。

①幹の太い～やや太いケナフを約３５０本収穫できる見込みです（例年並み）

皆さんに猛暑の中を水遣りや草抜きをして戴いたお蔭です。

更に、今年度は台風対策等のために例年の倍の苗を密集植えしました。

・ＫＳＣケナフの会の丁寧な台風対策作業と密集植えの効果で、

昨年の様な大規模な倒壊・根の浮き上がりが起こらないようにできました。

・幹の太い～やや太いケナフの本数が例年並になったのは肥料総量を

例年並みにしたためと思います。

但し、収穫が３５０～４００本を超えると、パルプ作りや炭焼きのできる人手や

能力を超えてしまい手に余るようになると思います。

②ケナフの花を７,５００個超摘めています（昨年３,２１９個、台風被害大）

皆さんの猛暑の中の水遣りや草抜き・８月以降の丹念な花摘みのお蔭です。

更に、最近５年間の実績から今年は花の当たりかもしれないということで

苗の数を倍にしたことも効果があったと思います。

【注：１０月末までの花の採取数は８，２２８個でしたとなり、

ここ５年間の内では一昨年の１０，１８２個に次いで２番目の多さで、

昨年の２．５倍でした。】

2月22日：新しい強力な仲間が入部！ 5月19日：耕うん後のケナフ畑5月15日：種蒔き


